
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

 

今
年
の
冬
の
寒
さ
は
格
別
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
は
、

白
衣
の
下
の
シ
ャ
ツ
は
、
期
間
限
定
で
、
長
袖
に
腕
を

通
し
ま
し
た
。 

数
え
年
五
十
歳
の
身
に
は
、
期
間
限

定
が
耐
え
切
れ
ず
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
、
し
か
も
、
上
下

と
も
長
袖
と
い
う
「
フ
ル
装
備
」
で
御
奉
仕
申
し
上
げ

て
い
ま
す
。 

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
、
大
切
な
神
明
奉

仕
に
支
障
を
き
た
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
し
、
や
は
り
、

健
康
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。 

何
事
も
、「
心
掛
け
」

と
い
う
の
が
大
切
で
す
し
、
家
族
の
気
遣
（
き
づ
か
）

い
に
も
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
。 

 

「
う
た
た
ね
に 

叱
り
手
の
な
き 

寒
さ
か
な
」 

と
い
う
、
小
林
一
茶
（
こ
ば
や
し 

い
っ
さ
）
の
俳
句

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
寝
て
い

た
ら
風
邪
を
引
く
よ
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人
の
い

な
い
寂
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
の
で
す
ね
。 

「
も
う
、

や
せ
我
慢
し
な
い
で
、
長
袖
に
し
な
さ
い
よ
。 

も
う
、

五
十
歳
で
し
ょ
。」
と
い
う
、
叱
り
手
で
あ
る
妻
の
言

葉
に
、「
フ
ル
装
備
」
で
御
奉
仕
し
て
い
る
昨
今
で
す
。 

 
 

◇ 

二
月
は
、
別
名
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
と
い
い
ま
す 

が
、
私
の
よ
う
に
寒
い
か
ら
厚
着
を
す
る
、
衣
を
重
ね

る
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
キ
ヌ
サ
ラ
ギ
」「
キ 

     

ク
サ
ハ
リ
ヅ
キ
」、
春
と
な
り
、
禽
獣
（
き
ん
じ
ゅ
う

と
読
み
、
動
物
の
事
で
す
）
や
植
物
の
命
が
新
た
に
芽

生
え
る
意
味
で
す
。 

大
変
厳
し
い
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
朝
は
必
ず
訪
れ
、
朝

日
が
差
し
込
み
、
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

き
っ
と
成

功
す
る
、
成
就
す
る
事
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
の
夢
が
叶

う
よ
う
、
澄
み
切
っ
た
心
で
感
謝
を
捧
げ
、
御
加
護
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
朗
報
を
待
つ
、
そ
の
よ
う
な
敬
神
生
活

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
ね
。 

◇
吉
田
兼
好
の
書
い
た
「
徒
然
草
」
の
第
百
五
十
段
に
、 

「
季
節
は
定
ま
れ
る
序
（
つ
い
で
）
あ
り 

死
期
（
し

ご
）
は
序
（
つ
い
で
）
を
待
た
ず
」
と
あ
り
、
第
百
三

十
七
段
に
は
、「
若
き
に
も
よ
ら
ず
強
き
に
も
よ
ら
ず 

思
い
懸
（
か
）
け
ぬ
は
死
期
（
し
ご
）
な
り
」
と
あ
り

ま
す
。 

季
節
は
、
正
確
で
確
実
な
順
序
で
移
ろ
い
ま

す
。 

春
が
来
て
桜
の
花
が
咲
い
て
、
そ
の
花
び
ら
を

散
ら
し
、
や
が
て
新
緑
と
な
り
、
そ
し
て
色
づ
き 

さ

ら
に
は
、
そ
の
色
づ
い
た
葉
も
落
と
す
の
で
す
。 

 
 

し
か
し
、
春
が
訪
れ
れ
ば
、
ま
た
、
花
を
咲
か
せ
る

事
が
で
き
る
の
で
す
が
、
人
の
命
は
、
一
世
限
り
で 

し
か
も
、
正
確
な
順
序
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。 

老
い
た
る
人
、
若
い
人
に
か
か
わ
ら
ず

訪
れ
る
の
が
、
ま
さ
に
、「
思
い
懸
け
ぬ
、
思
い
も
よ

ら
ぬ
」
一
世
で
あ
り
ま
す
。 

今
、
日
本
は
、「
多
死

社
会
（
た
し
し
ゃ
か
い
）」
に
突
入
し
ま
し
た
。 

昨

年
も
、
百
万
人
以
上
の
方
が
、
尊
い
命
を
失
わ
れ
ま
し

た
。 

一
日
に
、
三
千
人
か
ら
四
千
人
の
命
が
失
わ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

少
子
化
高
齢
化
が
、

世
界
最
速
で
進
ん
で
い
る
我
が
国
は
、
今
か
ら
二
十
九

年
先
ま
で
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。  

◇
先
月
は
、
美
祢
市
の
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
の
教

誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動
が
、
三
回
に
も
及
び
ま
し
た
。

美
祢
市
は
、
御
承
知
の
と
お
り
、
積
雪
の
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。 

思
い
切
っ
て
、「
ス
タ
ト
ッ
レ
ス 

タ
イ
ヤ
」

に
交
換
し
ま
し
た
。 

出
費
が
か
さ
み
ま
す
が
、
や
は

り
、「
思
い
懸
け
ぬ
」
と
い
う
事
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
掛
け
た
わ
け
で
す
。 

◇
徒
然
草
の
第
九
十
三
段
に
は
、「
さ
れ
ば
人 

死
を

憎
ま
ば 

生
を
愛
す
べ
し 

存
命
の
喜
び 

日
々
に

楽
し
ま
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
り
ま
す
。 

人
に
と
っ
て
の

最
高
の
宝
は
、
財
産
で
も
名
声
で
も
地
位
で
も
な
く
、 

死
と
い
う
も
の
が
、
免
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で

あ
る
事
を
日
々
自
覚
し
て
、
生
き
て
今
あ
る
事
を
楽
し

む
事
だ
け
だ
と
、
生
き
て
行
く
事
を
前
向
き
に
励
ま
し

て
い
ま
す
。 

「
メ
メ
ン
ト 

モ
リ
」、
ラ
テ
ン
語
で 

｢

死
を
忘
れ
る
な｣

と
い
う
意
味
で
す
が
、
死
を
忘
れ
ず

に
生
活
を
す
る
、
こ
れ
が
、
存
命
の
喜
び
で
、
生
き
て

今
あ
る
事
を
楽
し
む
と
い
う
事
な
の
で
す
ね
。 

数
え

年
の
五
十
歳
と
な
っ
た
私
は
、
平
均
寿
命
か
ら
し
た
ら
、
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司
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私
の
余
命
（
よ
め
い
）
は
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
時

間
よ
り
、
確
実
に
短
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
余
命
と
い

う
言
葉
は
、
一
生
の
終
り
に
近
づ
い
て
い
る
命
の
事
で

す
よ
ね
。 
何
か
寂
し
さ
や
陰
気
な
感
じ
が
し
ま
す
。 

宮
司
プ
レ
ス
五
十
号
に
も
詳
し
く
書
き
ま
し
た
が
、
作

家
の
藤
本
義
一
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
に
、｢

余
命｣

で
は
な

く
、
与
え
ら
れ
た
命
の
『
与
命
（
よ
め
い
）』
に
し
た

ら
ど
う
か
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
目
か
ら
鱗
（
う
ろ
こ
）

で
す
よ
ね
。 

人
は
、
誰
し
も
命
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
、
で
す
か
ら
、
そ
の
与
え
ら
れ
て
い
る
限
ら
れ

た
命
の
中
で
、
生
か
さ
れ
て
活
き
活
き
と
生
き
る
、
だ

か
ら
、「
生
活
」
な
の
で
し
ょ
う
ね
。 

死
を
忘
れ
ず

に
、
生
き
て
今
あ
る
事
を
楽
し
む
事
が
、
存
命
の
喜
び

で
、
ま
さ
し
く
、「
与
生
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

春
と
い
う
象
形
文
字
は
、
桑
の
芽
が
伸
び
き
っ

た
形
を
し
て
い
ま
す
。 

二
月
四
日
は
、「
一
陽
来
復

（
い
ち
よ
う
ら
い
ふ
く
）」
で
、
立
春
で
す
。 

春
と

い
う
象
形
文
字
に
あ
や
か
り
、「
命
い
っ
ぱ
い
」
伸
び

切
っ
た
、
存
命
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
も
の
で
す
。 

◇
一
月
の
祭
典
行
事
報
告 

 

▼
歳
旦
祭 

 

＊
本
宮 

一
月
一
日 

午
前
八
時
半 

 
 

＊
福
浦
金
刀
比
羅
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
０
時
半

＊
田
の
首
八
幡
宮 

＊
一
月
一
日
午
前
一
時 

 
 

＊
貴
布
禰
神
社
（
老
町
）
＊
一
月
一
日
午
前
六
時
半 

 

▼
元
始
祭 

 

＊
一
月
三
日 

 

▼
会
社
安
全
祈
願
祭
（
事
始
祭
）
参
拝
＊
一
月
四
日
～
五
日 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
初
月
次
祭 

＊
一
月
十
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
歳
旦
祭 

＊
一
月
十
一
日 

 

※
歳
旦
祭
終
了
後
、
島
内
の
戸
別
祓
い
（
約
四
十
軒
） 

▼
ど
ん
ど
焼
き 

＊
一
月
十
六
日 

▼
節
分
祭
花
道
の
設
営 

＊
一
月
十
七
日 

 

◎
㈱
新
原
工
業
様
の
御
好
意
で
、
設
営
作
業
を
毎

年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
の
写
真
） 

 

▼
防
災
訓
練 

＊
一
月
二
十
二
日
（
下
の
写
真
） 

 
 
 

 
 

 
▼
大
歳
神
社
参
道
に
外
灯
設
置 

＊
一
月
二
十
五
日 

 
 

（
上
の
写
真
） 

 

▼
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
の
境
内 

＊
一
月
三
十
一
日 

 
 

（
下
の
写
真
） 

 
 

 
 
 

 
 

◇
二
月
の
行
事
予
定 

 

▼
月
次
祭 

＊
二
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
節
分
祭 

＊
二
月
三
日 

 

 

▼
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
の
集
い
の
会
参
拝 

 
 

＊
二
月
五
日 

 

 

▼
紀
元
祭 

＊
二
月
十
一
日 

 

▼
祈
年
祭 

▽
本
宮 

＊
二
月
十
七
日 

 
 

▽
六
連
島
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
五
日 

▽
田
の
首
八
幡
宮 

＊
二
月
二
十
七
日 

 

▼
朝
粥
会 

＊
二
月
二
十
一
日 

▼
先
々
代
宮
司
（
十
九
代
）
命
日
祭
＊
二
月
二
十
七
日 

◇
二
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
（
報
告
含
む
） 

 

▼
当
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
神
道
会
世
話
人
会 

＊
二
月
二
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

    

◇
山
口
県
神
社
庁
例
祭
、
役
員
会
会
議 

＊
二
月
十
三
日
～
十
四
日 

 
 

◇
下
関
支
部
三
役
会 

＊
二
月
七
日 

◇
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
二
月
九
日 

 

▼
カ
モ
ン
Ｆ
Ｍ
に
生
出
演 

＊
二
月
七
日 

 

▼
西
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

二
月
九
日
、
二
十
三
日 

 
 

◇
Ｒ
Ｃ
Ｃ
地
区
大
会 

＊
二
月
十
三
日 

 
 

◇
Ｒ
Ｉ 

Ｉ
Ｍ 

＊
二
月
二
十
日 

 

▼
講
演
研
修 

＊
二
月
二
十
三
日
、
内
日
神
社 

 

▼
そ
の
他 

◇
南
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会
＊
二
月
十
二
日 

 
 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
二
月
十
八
日 

 
 


